
 ８．ボランティア活動後のアンケートについて 

   本年度分の学生からのアンケートの抜粋 

企 画 名 参加学生の感想(一部抜粋)                                        

オンラインでサ

ッカーを学ぼう 

明日が来ること、サッカーができるという当たり前に感謝することの大切さを学びま

した。コロナウイルスの影響でサッカーができなくなったり、学校にも行けなくなったり

して、たくさん辛い思いをしたけど、今できることに精一杯取り組もうと改めて思いま

した。夢の実現に向けて、もっともっと頑張りたいです。 

【在宅・学生自

主企画】子ども

向けぬりえ下

絵作り 

どんな絵だったら喜んでくれるかなや、どれくらいの大きさまでなら子どもでも、ぬれ

るのかなど受けっとってくれる子どものことを考えながら作るのはとても楽しかった

です。家で、自分のペースででき、好きなことで誰かの役に立てるのはとても嬉しかっ

たです。 

各大学同時開

催「キャンドル

ナイト」～長崎

に希望の光を

灯そう～ 

コロナで元気がない状況を自分たちの手で元気にしようとする取り組みに参加出来た

ことを嬉しく思います。沢山の方が協力して下さって、周りの皆さんのあたたかさも感

じることが出来ました。ありがとうございました。 

 

It was fun event and I am glad I participated with very kind and 

helpful members from students or university staff. I liked the idea 

of the event for raising the morale and giving hope after a tough 

year for everyone. 

楽しいイベントでしたし、学生や大学職員の親切なメンバーと一緒に参加できて良かっ

たです。 大変な一年を過ごした後、士気を高め、希望を与えるイベントのアイデアが気

に入りました。 

 

ボランティアの募集をみて参加してみたいと思っていたところ、友だちが誘ってくれた

ので参加しました。純心大学は実行委員が 2 人しかいなくてキャンドルの作成など苦

労したことも多かったですが、周りの友達が快く協力してくれたり、やってみゅーでス

クさんと楽しく一緒に作成できたり、とまとさんもこまめに連絡をしてくださったおか

げで安心して楽しく活動することができました。ありがとうございました。 

 

各大学のキャンドルを見て、とても素敵でこのようなキャンドルの優しい光でこれから

の社会を明るく照らしていけたらいいなと感じました。 

直接、他大学と交流することができないのが残念でしたが、オープンチャットを通して

みんなで案を出し合い最高の企画になったと思います‼ 

少しでも長崎に希望を与えることができていたらいいなと感じました。 

 

コロナウイルスで暗くなっている社会に対して、大学生が、様々な思いで現在過ごして

おり、そこには様々な願いがあることを改めて目の当たりにして、大学生の活気を感じ

た。 



キャンドルナイトというイベントを通して、長崎の大学生の結束力を高める事が出来た

と感じた。 

西海市江島 

台風被災後島

内清掃の支援 

台風 10 号による被災を新聞で読み、災害ボランティアをしたいと思った。 

江島は人口約 130 人のとても人口の少ない島であったが、島民間のつながりが深

く、他島とのつながりも大切にしている島であると感じた。 

今後も、島嶼 SDGｓの観点からも島を含めた地方創生が大切であると考えました。 

伊王島海水浴

場ボランティア

清掃 

海水浴場を綺麗にできて達成感がありました。 

海のごみを拾うことで社会に少し貢献できたと感じました。 

【学生自主企

画】つなぐ主催

「ちょいボラ交

流会」 

コロナ禍でもできるボランティアを知りたくて、参加しました。 

様々なアイデアが出て、いろいろな活動への参加意欲が出てきました。感染拡大を防

ぎながらも、工夫次第でできることはたくさんあるのだなと思いました。 

【学生自主企

画】イケイケの

池企画 （第 1

弾 ２弾） 

池を綺麗にするだけでなく、池の生態系について学ぶことが出来、興味深かった。日ご

ろ文系の教科しか学んでいなかったので、新鮮だった。今までは見向きもしなかった

池にこんなに学ぶことがあったのか！と驚いた。今後も参加したい。 

 

ボランティアの良い経験となった。自分も楽しむことができたボランティアとなった。 

楽しく感染症

予防 洗うと溶

ける『カラフル

紙石鹸』で手を

洗おう 
 

私は今回初めて紙石鹸を作成して、紙石鹸の作成はそれほど難しくないと思いまし

た。 

紙石鹸の作成という簡単かつ小さな取り組みでも、大学生が感染症拡大防止に役に立

てるという事を実感し、やって良かったと感じました。 

これからも、『大学生だからできない、コロナだからできない』と、できない理由を探さ

ず、どうすればできるかを常に考えて行動し、少しでも今の世の中のために貢献して

いきます。ありがとうございました。 

朝活！長大周

辺ゴミ拾い 

パイプ缶の中にゴミを捨てるのはいかがなものかと思った。 

取りたくても奥に入り込んでてとれなくて悔しかった。 

目に見えているのにとれないゴミがあるのはいけないと思った。 

ゴミはゴミ箱へ捨てるように呼びかけるポスターを大学の看板の前に張ると良いと思

った。 

大学生が考え

る地域活動に

ついての意見

交換 

非常に貴重な経験になりました。大人の方との対話は機会がなければなかなか出来な

いことなので、非常に有意義な時間を過ごすことができました。今回はオンラインでし

たが、いつか対面でもお話ししたいと思いました。 



木管アンサンブ

ル POE スペシ

ャルライブ・運

営スタッフ 

元々音楽のコンサートに少し興味があり、このボランティアではコンサートの鑑賞もさ

せて頂けるということでちょうどいいと思い、参加しました。今まではスマホで音楽を

聞き流していることが多かったのですが、今回生で演奏を聴いて、音楽をしっかりと聴

くことができ、今後も音楽鑑賞を時間があるときにはやっていこうと思いました。 

長崎トライアル

マラソン大会運

営サポート 

自分にはやりたいことというものがなく、なんとなくそれが見つかるかな、と思って参

加した。年配の方が多く参加していて、マラソンを趣味として、あるいは健康のため、

目的は違えど一人一人が明確な理由を持って参加していた。そこから、「なんでもいい

から理由づけして様々な活動をすることも趣味」という自分なりの解釈が生まれたこ

とは、このボランティアに参加したことで得られた 1 番の収穫だと思う。 

クリスマスカー

ドを作って贈ろ

う 

今回はクリスマスカードの製作が主な活動だったのですが、どのようにすれば他の方

が受け取って嬉しいクリスマスカードを作れるかということでとても悩みました。しか

し、最終的には、自分なりに満足のいくものが作れたのではないかと思います。 

折り紙でブック

マーカーを作

ろう 

1 つ 30 秒で作れるので、簡単に大量作成でき、かつ日常的に使えるものということ

で、ブックマーカーとはなんて素晴らしいものだろうと感動しました。完成したブックマ

ーカーは折り紙によって色んな味が出ていて、魅力的でした。また、メッセージも書き

込むことで、コロナ時代をみんなで乗り越えたいという気持ちが湧き、人と人のつなが

りを意識できました。 

 

 

 


